
熱中症による救急搬送状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２０日現在の搬送者数は、１０４人です。 

 

 

項目別搬送状況 

救急搬送状況の分析 

 過去３年の月別の熱中症搬送者数は、本年７月が最多で、５６人を搬送しています。 

 年代別では、高齢者が６２人で、全体の６０％を占めています。 

 傷病程度別では、軽症が７０人で、全体の６７％を占めています。 

 発生場所別では、住居での発生が最も多く、全体の３４％を占めています。 

乳幼児：6歳以下 

少 年：7歳から 17歳 

成 人：18歳から 64歳 

高齢者：65歳以上 

重 症：3週間以上の入院加療が必要なもの 

中等症：2週間以下の入院加療が必要なもの 

軽 症：入院加療を必要としないもの 

仕事場（工場等）：作業所、工事現場等 

仕事場（農畜産）：農、林、畜、水産業等 

公 衆（屋 内）：店舗、駅等の屋内 

公 衆（屋 外）：店舗、駅等の屋外 

そ  の  他 ：公園、ゴルフ場、空地等 
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R4：75人 

R5：105人 

R6：104人 
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